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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】余白断裁片の断裁機刃物への貼り付きを阻止す
る手段を提供する。
【解決手段】断裁機刃物５、６に余白断裁片掻き取り装
置１４を装着し、断裁中の断裁機刃物の動きによってそ
の先端を断裁機刃物刃先に圧接されている余白断裁片９
の断裁面に接触させ、更なる断裁機刃物の動きによって
余白断裁片掻き取り装置を傾斜させながらその先端で余
白断裁片の断裁面をスライドさせ、余白断裁片の断裁面
を断裁機刃物の刃先から引き剥がすことによって断裁機
刃物の刃先と余白断裁片の断裁面との間の静電気吸引力
を低下させることができた。更に、断裁完了前の断裁面
のスライドによって余白断裁片未断裁部分との間に発生
した余白断裁片の変形ストレスによって断裁完了時に余
白断裁片がはじき飛ばされることが分かった。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枚葉紙を２組のローラー対によって搬送し、これら２組のローラー対の間に位置する断
裁機によって枚葉紙を所定の長さに断裁する装置において、断裁機下刃の断裁開始位置よ
り断裁範囲内側位置に取り付けられた余白断裁片掻き取り装置の先端が、断裁中の断裁機
上刃の下降に伴って断裁機上刃刃面に圧接して降下される前端余白断裁片の断裁面に接触
し、さらなる断裁機上刃の下降によって押し下げられて余白断裁片掻き取り装置を傾けな
がら断裁機上刃の傾斜刃面を前端余白断裁片の断裁面とともにスライドし、断裁の完了と
同時に断裁された前端余白断裁片が未断裁部分の保持力と断裁面の断裁機下刃刃先による
静電気吸引力を失い、断裁完了直前までに蓄積された前端余白断裁片自身の変形ストレス
によって前端余白断裁片を断裁機下刃からはじき飛ばす機能をそなえていることを特徴と
する枚葉紙断裁装置
【請求項２】
　枚葉紙を２組のローラー対によって搬送し、これら２組のローラー対の間に位置する断
裁機によって枚葉紙を所定の長さに断裁する装置において、断裁機上刃の断裁開始位置よ
り断裁範囲内側位置に取り付けられた余白断裁片掻き取り装置の先端が、断裁中の断裁機
上刃の下降に伴って断裁機下刃刃面に位置する後端余白断裁片の断裁面に接触し、さらな
る断裁機上刃の下降によって押し下げられて余白断裁片掻き取り装置を傾けながら断裁機
下刃の傾斜刃面を後端余白断裁片の断裁面とともにスライドし、断裁の完了と同時に断裁
された後端余白断裁片が未断裁部分の保持力と断裁面の断裁機下刃刃先による静電気吸引
力を失い、断裁完了直前までに蓄積された後端余白断裁片自身の変形ストレスによって後
端余白断裁片を断裁機下刃からはじき飛ばす機能をそなえていることを特徴とする枚葉紙
断裁装置
【請求項３】
　請求項２で提示される枚葉紙断裁装置において、後端余白断裁片が断裁完了時に断裁機
下刃から十分にはじき飛ばされない場合、断裁機下刃刃面が垂直面ではなく傾斜面である
がために断裁された後端余白断裁片が断裁機下刃の傾斜刃面に面接触して残留する恐れが
あり、後端余白断裁片の断裁機下刃刃面との面接触を防止する目的で断裁機下刃の刃面に
突出物を設けたことを特徴とする枚葉紙断裁装置
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、枚葉紙をその給紙方向を横切る方向（以下、給紙横方向と称す）、もしくは
給紙方向（以下、給紙縦方向と称す）との２方向で断裁し、給紙された枚葉紙の寸法と異
なる寸法の断裁紙、もしくは複数以上に分割された断裁紙を得る装置に関し、給紙横方向
断裁の際に発生する余白断裁片の断裁機刃物への貼り付きを防止し、余白断裁片の排出滞
留、詰まり、断裁紙への混入、を解消するための機構を備えた枚葉紙搬送断裁装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　図１は断裁装置の構造を模式的に示している。従来の技術では、枚葉紙１を断裁機上流
側ローラー対２で断裁機４の方向へ繰り出し、断裁機４からの繰り出し量によって断裁長
さが決定され、断裁時に断裁機下流側ローラー対３で支持されていた断裁紙は、断裁後、
仕上り断裁紙として断裁機下流側ローラー対３で排出される。しかし、図２に示されてい
るように用紙先端繰り出し長さ７が下流側ローラー対／断裁機間距離８より短い場合には
、余白断裁片は断裁機下流側ローラー対３で支持されることがなく、断裁完了時に余白断
裁片は断裁機４と断裁機下流側ローラー対３の間に落下する。また、断裁時に枚葉紙後端
が断裁機上流側ローラー対２で支持されることなく断裁機４の上流側に残っている場合に
は、その部分は余白断裁片として断裁機４と断裁機上流側ローラー対２の間に落下する。
いずれの場合も、余白断裁片が自由落下の際に静電気引力による断裁機刃物への貼り付き
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を発生する恐れがあり、確実な排出を期待することは問題があって、時として余白断裁片
の排紙系の詰まり、あるいは断裁紙への混入を発生することがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　余白断裁片は断裁機４と断裁機上流側ローラー対２、もしくは断裁機下流側ローラー対
３との間の間隙からの自由落下によって系外へ排出される。しかしながら、枚葉紙１の給
紙横方向の断裁により断裁面に静電気が発生した場合には、断裁面の静電気引力によって
余白断裁片の自由落下が阻害される恐れがある。
【０００４】
　余白断裁片の質量が大きい場合にはその質量が静電気引力に打ち勝って自由落下するこ
ととなるが、その質量が小さい場合には静電気引力に打ち勝つことができずに断裁機刃物
の表面に貼り付いて残留することなる。
【０００５】
　余白断裁片の断裁機刃物表面への付着は、断裁中に静電気が帯電する断裁面が断裁機刃
物刃先に吸引されることによって発生する。断裁中の余白断裁片は未断裁部分によって保
持されて落下する事は無いが、断裁完了時に余白断裁片が断裁機刃物刃先に静電気吸引さ
れている断裁面を軸としてその質量によって下方向に回転落下し、結果的に余白断裁片が
断裁機下側刃物の表面に平面的に貼り付くこととなる。
【０００６】
　断裁機刃物の表面に平面的に貼り付いてしまった余白断裁片を機械的に排除することは
容易ではなく、これまで数多くの試みがなされているが、決め手を欠いている状況にある
。
【０００７】
　本発明は、上記各点に鑑みてなされたものであり、余白断裁片の断裁中に余白断裁片の
断裁機刃物の表面への貼り付きを阻止する手段を与え、余白断裁片が断裁機刃物の表面に
平面的に貼り付くこと無く、その排出をより円滑、且つ確実に行う方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、断裁機刃物に断裁中に断裁面を断裁機刃物の刃先から剥がす機構を設け、も
しくは、余白断裁片の断裁完了後の自由落下行動を制限する装置を設け、余白断裁片の断
裁機刃物への静電気による貼り付きを物理的に阻止することを特徴としている。
【０００９】
特には、断裁機刃物の用紙断裁範囲の内側に、断裁中に余白断裁片の一部に接触し、断裁
機刃物の動作によって余白断裁片の断裁面を断裁機刃物の刃面より外す機構を設け、余白
断裁片の断裁機刃物への貼り付きを阻止することを特徴としている。
【００１０】
　また更には、断裁機刃物の用紙断裁範囲の内側の傾斜刃面上に突出物を設け、断裁完了
時に余白断裁片の傾斜刃面上への平面貼り付きを阻害して、余白断裁片に捻じれ、もしく
は、回転運動を与え、余白断裁片の断裁機刃物への貼り付きを防止することを特徴として
いる。
【発明の効果】
【００１１】
　このように、余白断裁片の幅が狭く軽量であるが故に、静電気引力によって余白断裁片
が自由落下できない場合には、断裁機上刃の動きに連動して断裁機下刃の先端から断裁面
を掻き剥がす装置により断裁完了前から余白断裁片を部分的に掻き剥がし、余白断裁片の
貼り付きを防止することができた。
【００１２】
　また、本発明においては断裁機下刃刃面の用紙断裁範囲内に取り付けられた突出物によ
って、断裁完了時の余白断裁片の断裁機下刃刃面への平面的貼り付きを阻害し、余白段紙
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片の自由落下による断裁機刃物表面への貼り付きを防止することができた。
【実施例１】
【００１３】
　以下、本発明の実施例を、図面を参照して説明する。図３は枚葉紙・断裁紙１０を断裁
する過程を示している。断面Ａ－Ａは未断裁状態を示し、枚葉紙・断裁紙１０の先端が断
裁機４より前端余白断裁片９の幅に相当する長さだけ繰り出されている。断面Ｂ－Ｂは枚
葉紙・断裁紙１０の断裁点での状態を示し、枚葉紙・断裁紙１０が断裁機上刃５と断裁機
下刃６とによって剪断応力を受け、枚葉紙・断裁紙１０の断裁と同時に前端余白断裁片９
が下方へ捻じ曲げられている状態となっている。断面Ｃ－Ｃは断裁後の状態を示し、断裁
された前端余白断裁片９が下方に捻じ曲げられている結果、その断裁面が断裁機上刃５の
刃先に押し当てられている。
【００１４】
　図４は断裁完了後の前端余白断裁片９の挙動を示している。図４（Ａ）は断裁完了直前
の前端余白断裁片９がその断裁面を断裁機上刃５の刃先に静電気引力によって吸引され、
未断裁部分の僅かな保持力によって垂れ下がることなく斜めに保持されている状態を示し
ている。図４（Ｂ）は、断裁が完了した結果未断裁部分の保持力が失われ、前端余白断裁
片９がその断裁面と断裁機上刃５との線状の静電気引力を軸に垂れ下がってしまっている
状態を示す。断裁完了後の断裁機上刃５の上昇によって、前端余白断裁片９が断裁機下刃
６に貼り付いて図４（Ｃ）の状態となるか、もしくは、断裁機上刃５の刃先に引き上げら
れて図４（Ｄ）の状態となる。
【００１５】
　以上の前端余白断裁片９が断裁完了後に自由落下できないメカニズムの解析により、前
端余白断裁片９の自由落下を保障するためには、断裁完了の前に前端余白断裁片９の断裁
面と断裁機上刃５の刃先との静電気引力による吸着を弱くする必要がある事が分かった。
こうした観点から、枚葉紙・断裁紙１０の断裁中に前端余白断裁片９の断裁面を断裁機上
刃５から剥ぎ取るためのスクレーパ－、あるいはブラシを備えた余白断裁片の掻き取り装
置を断裁機下刃６に装備することとした。
【００１６】
　図５は余白断裁片９を断裁機上刃５の刃先から掻き取るための余白断裁片掻き取り装置
１４を断裁機下刃６に取り付けた状態を示している。余白断裁片掻き取り装置１４は断裁
機上刃５の刃先に静電気吸着して下降してくる前端余白断裁片９の断裁面に断裁完了前に
接触し、断裁機上刃５の更なる下降によって断裁完了以前に前端余白断裁片９の断裁面を
掻き剥がす作用をする。この目的から、余白断裁片掻き取り装置１４の先端（作用点）は
断裁開始位置１１と断裁完了位置１２との間に位置し、且、断裁完了の前に断裁機上刃５
の刃先に静電気吸着している前端余白断裁片９の断裁面に接触する必要があり、図５に示
されるように余白断裁片掻き取り装置１４は断裁開始位置１１から断裁範囲内側の範囲に
取り付けられる。
【００１７】
　図６は余白断裁片掻き取り装置１４の機能を示している。図６（Ａ）は断裁機上刃５が
停止位置にある状態を示し、余白断裁片掻き取り装置１４の先端（作用点）は断裁機下刃
６の刃先より下側に位置していることがわかる。図６（Ｂ）は断裁機上刃５が下降して断
裁完了一歩手前の状態を示し、余白断裁片掻き取り装置１４の先端（作用点）が断裁機上
刃５に静電気吸引されている前端余白断裁片９の断裁面に接触している。図６（Ｃ）は断
裁機上刃５がさらに下降した状態を示し、余白断裁片掻き取り装置１４の先端（作用点）
が断裁機上刃５の刃先によって更に押し下げられ、その先端（作用点）が余白断裁片９と
ともに断裁機上刃５の刃面をスライドして余白断裁片掻き取り装置１４が傾き、断裁面が
断裁機下刃６より引き剥がされる。
【００１８】
　この直後に前端余白断裁片９の断裁が完了するが、既に断裁面の一部が断裁機下刃６か
ら引き剥がされ、またその際に前端余白断裁片９に与えられた変形ストレスによって、断
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裁完了時に前端余白断裁片９がはじき飛ばされることとなり、前端余白断裁片９の断裁機
刃物への貼り付きが効果的に防止される。
【００１９】
　余白断裁片掻き取り装置１４の先端（作用点）が断裁機上刃５の刃面をスライドするの
は、余白断裁片掻き取り装置１４の断裁機下刃６への取り付けに弾性があり、余白断裁片
掻き取り装置１４が傾くためであり、余白断裁片掻き取り装置１４が弾性のある材料で構
成されているか、もしくは、スプリング等の弾性体を介して断裁機下刃６に取り付けられ
ているためである。
【００２０】
　余白断裁片掻き取り装置１４の先端（作用点）はスクレーパーの様なヘラで例示されて
いるが、ブラシ、ラバー等の適切な材質とすることができる。
【実施例２】
【００２１】
　以下、本発明の後端断裁紙片１５に対する実施例を、図面を参照して説明する。図７は
枚葉紙・断裁紙１０を断裁する過程を示している。断面Ａ－Ａは未断裁状態を示し、枚葉
紙・断裁紙１０の後端が断裁機４より後端余白断裁片１５の幅に相当する長さだけ残され
ている。断面Ｂ－Ｂは枚葉紙・断裁紙１０の断裁点での状態を示し、枚葉紙・断裁紙１０
が断裁機上刃５と断裁機下刃６とによって剪断応力を受け、断裁と同時に後端余白断裁片
１５が上方へ捻じ曲げられている状態となっている。断面Ｃ－Ｃは断裁後の状態を示し、
断裁された枚葉紙・断裁紙１０の後端が断裁機上刃５によって押し下げられ、また端余白
断裁片１５は上方に捻じ曲げられと同時に、その断裁面が断裁機下刃６の刃先に押し当て
られている。
【００２２】
　図８は断裁完了後の後端余白断裁片１５の挙動を示している。図８（Ａ）は断裁完了直
前の後端余白断裁片１５がその断裁面を断裁機上刃５の刃先に静電気引力によって吸引さ
れ、未断裁部分の僅かな保持力によって垂れ下がることなく斜めに保持されている状態を
示している。図８（Ｂ）は、断裁が完了した結果未断裁部分の保持力が失われ、静電気引
力によって断裁機下刃６の刃先に吸引されている後端余白断裁片１５の断裁面を軸に落下
し、断裁機下刃６の傾斜刃面に貼り付いている状態を示す。断裁完了後の断裁機上刃５の
上昇によって、図８（Ｃ）のごとく後端余白断裁片１５がその自重によって自由落下する
か、もしくは、図８（Ｄ）のごとく断裁機下刃６の傾斜刃面に安定して貼り付いて残留し
ている状態となる。
【００２３】
　図９は実施例１にて提案された余白断裁片掻き取り装置１４を後端余白断裁片１５の掻
き落としに応用するための取付方法を示している。断裁機下刃６の刃先に静電気吸引され
ている後端断裁片１５の断裁面を断裁機下刃６の刃先から掻き剥がすため余白断裁片掻き
取り装置１４が断裁機下刃６ではなく断裁機上刃５の断裁開始点１１から断裁範囲内側の
範囲に取り付けられている。
【００２４】
　図１０は断裁機上刃５に余白断裁片掻き取り装置１４を装着した状態での後端余白断裁
片１５の断裁過程を示している。図１０（Ａ）は断裁開始前の状態である。図１０（Ｂ）
は断裁が進行し、断裁機上刃５に取り付けられた余白断裁片掻き取り装置１４の先端（作
用点）が断裁機下刃６の刃先に静電気吸引されている後端余白断裁片１５の断裁面に接触
している状態を示している。図１０（Ｃ）は断裁機上刃５が更に下降し、断裁完了一歩手
前の状態を示し、余白断裁片掻き取り装置１４はその先端（作用点）が既に断裁機下刃６
の刃面に乗っているため、先端を下降させることができず、余白断裁片掻き取り装置１４
が傾きながらその先端（作用点）を断裁機下刃６の傾斜刃面上にスライドさせ、同時に後
端余白断裁片１５を断裁機下刃６の刃先から引き剥がし、刃面上に位置させる。
【００２５】
　断裁完了直前の後端余白断裁片１５は余白断裁片掻き取り装置１４の先端位置では断裁
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機下刃６の傾斜刃面に乗っており、一方、断裁点では断裁の剪断応力によって上向きに捻
じ曲げられているため後端余白断裁片１５には捩じり応力の変形ストレスが発生している
。このため、断裁完了時のストレスの開放により後端余白断裁片１５がはじき飛ばされて
断裁機下刃６の傾斜刃面から自由落下することが期待できる。しかし、断裁完了時に後端
余白断裁片１５は自由落下可能な空間上では無く、断裁機下刃６の傾斜刃面上に位置する
ため、最終的に傾斜刃面上に残留することを完全に阻止することには疑問残る。
【実施例３】
【００２６】
　実施例２では断裁機下刃６の傾斜刃面に断裁を完了した後端余白断裁片１５が落下する
こと無く残留する恐れのあることが懸念された。そこで実施例３では断裁を完了した後端
余白断裁片１５が断裁機下刃６の傾斜刃面に平面で密着して安定的に残留することのない
ように図１１に示される断裁機下刃刃面突起物１６を設けた。断裁機下刃刃面突起物１６
は余白断裁片掻き取り装置１４と断裁終了位置１２の間に位置し、後端余白断裁片１５の
断裁機下刃刃面との平面接触を阻止し、後端余白断裁片１５を通紙平面付近に保持する機
能を示す。
【００２７】
　図１２で示される如く後端余白断裁片１５は余白断裁片掻き取り装置１４の位置で断裁
機下刃刃面方向へ押し下げられ、断裁機下刃刃面突起物１６の位置で断裁機下刃刃先の水
平面付近へ持ち上げられ、更に、断裁点では断裁中の剪断応力によって上向きに捻じ曲げ
られた状態となる。結果的に、後端余白断裁片１５は断裁完了直前には断裁面の刃先との
静電気吸着を余白断裁片掻き取り装置１４によって阻害され、かつ、捻じれと曲げの変形
ストレスをかけられた状態となっており、断裁完了によって未断裁部による拘束が解除さ
れると、後端余白断裁片１５ははじけ飛び、しかも断裁機下刃６の傾斜刃面に面接触でき
ないため、自由落下をすることとなる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】　２組のローラー対と断裁機による枚葉紙の搬送断裁
【図２】　断裁機下流側へ用紙前端余白部分を繰り出した状態
【図３】　断裁機による前端余白断裁片の断裁過程
【図４】　断裁完了直前からの前端余白断裁片の挙動経過　図４Ａ　断裁完了直前の前端
余白断裁片　図４Ｂ　断裁完了直後の前端余白断裁片　図４Ｃ　断裁完了により切り離さ
れて断裁機下刃垂直面に貼り付いた前端余白断裁片　図４Ｄ　断裁完了により切り離され
て断裁機上刃刃先に釣り上げられた前端余白断裁片
【図５】　余白断裁片掻き落とし装置の断裁機下刃への取付状態
【図６】　余白断裁片掻き落とし装置による前端余白断裁片の掻き落とし動作経過　図６
Ａ　断裁開始前の状態　図６Ｂ　断裁中の前端余白断裁片　図６Ｃ　断裁完了直前余白断
裁片掻き取り装置により断裁機上刃刃先から掻き取られる前端余白断裁片
【図７】　断裁機による後端余白断裁片の断裁過程
【図８】　断裁完了直前からの後端余白断裁片の挙動経過　図８Ａ　断裁完了直前の後端
余白断裁片　図８Ｂ　断裁完了直後の後端余白断裁片　図８Ｃ　断裁完了により切り離さ
れて自由落下する後端余白断裁片　図８Ｄ　断裁完了により切り離されて断裁機下刃傾斜
刃面に貼り付いた後端余白断裁片
【図９】　余白断裁片掻き落とし装置の断裁機上刃への取付状態
【図１０】　余白断裁片掻き落とし装置による後端余白断裁片の掻き落とし動作経過　図
１０Ａ　断裁開始前の状態　図１０Ｂ　断裁中の後端余白断裁片　図１０Ｃ　断裁完了直
前余白断裁片掻き取り装置により断裁機下刃刃先から掻き取られる後端余白断裁片
【図１１】　断裁機下刃刃面突起物の断裁機下刃刃面への取付状態
【図１２】　断裁機下刃刃面突起物の後端余白断裁片貼り付き防止効果
【符号の説明】
【００２９】
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１．　枚葉紙
２．　断裁機上流側ローラー対
３．　断裁機下流側ローラー対
４．　断裁機
５．　断裁機上刃（可動刃）
６．　断裁機下刃（固定刃）
７．　用紙先端繰り出し長さ
８．　下流側ローラー対／断裁機間距離
９．　前端余白断裁片
１０．枚葉紙・断裁紙
１１．断裁開始位置
１２．断裁完了位置
１３．断裁点
１４．余白断裁片掻き取り装置
１５．後端余白断裁片
１６．断裁機下刃刃面突起物

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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